
申し入れ項目
１．資金計画について

２．採算性予測について

３．超電導リニア技術について

４．電力源について

５．トンネル、立坑工事の排出土砂について

６．電磁波対策について

７．事故対策について

８．環境影響対策について

９．大深度法の適用について

10．事業計画の具体的説明について

ＪＲ東海は
住民の意見を

真摯に
受け止めよ！

ＮＯ！リニア
№５２

２０１２年６月７日

ＪＲ東海労働組合
リニア反対プロジェクト

市民団体がリニア建設で
ＪＲ東海に申し入れ！

市民団体「リニア新幹線を考える東京・神奈川連絡会」は５月17日、「リニア中央

新幹線建設計画に関する申し入れ書」をＪＲ東海に提出しました。その内容は、「現

段階では貴社のリニア中央新幹線建設計画について多くの疑問や不安を抱かざるを

得ません。私たちが感じる基本的な問題点を挙げ、貴社の回答を求めます」とし、「本

日から１か月以内に、文書にて回答されるよう申し入れます」と求めました。

同団体からの報告によると、この申し入れに対しＪＲ東海は、東京環境帆是縁事

務所長、同神奈川事務所長他６人が対応しましたが、①個別の申し入れなどに文書

で回答はしない。②東京、神奈川事務所に来るか、問い合わがあれば口頭で答える。

③環境アセスは終わっていないと考えている。法対象方法書については手続きとし

てアセスは終わったと考えている。準備書段階で具体的なものを示し、自治体や住

民からの意見を求める。④最終的に国交大臣から認可されなければ着工はできない。

⑤準備書は来年秋になるが、それまでに説明会は開く、という不誠実な対応とのこ

とでした。ＪＲ東海は、アセスについての説明会を沿線各県の主要都市で行ってき

ました。しかし、説明員は一方的にマニュアルを読み上げるだけで、参加者からの

質問に対してはまともに回答できない事例が相次いだのです。やったというアリバ

イづくりなのでしょうか。ＪＲ東海は住民の意見を真摯に受け止めるべきです。




